
 

令和８（2026）年１月 23 日 

独立行政法人都市再生機構 

 

     

      
 
 
 
 

 

独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」）は、「震災復興企画展」を令和８年２月２日（月）から３月

24 日（火）まで UR まちとくらしのミュージアム（東京都北区）で開催します。そして、２月 28 日（土）には、

「被災地応援！復興マルシェ」を開催します。 

 

■「震災復興企画展」 

  「被災の記憶を風化させないよう未来へつなぐ」をコンセプトに、以下の展示を予定しております。 

 ・東日本大震災発災当時の状況や津波被害の実相を伝える駅看板や放射線防護服の展示 

・東日本大震災、令和６年能登半島地震などの大規模災害に対して、ＵＲ都市機構が行っている復旧、

復興支援の取り組み紹介 

・ＵＲ都市機構が行う事前防災まちづくりの実例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「被災地応援！復興マルシェ」 

石川県輪島市や福島県浜通りの名産品などを販売するマルシェを開催します。当日は、商品にまつわ

るエピソードなどを聞くことのできる交流イベントも開催します。 

・輪島塗の漆器や乾物（出張輪島朝市） 

・福島県双葉町の焙煎所兼コーヒースタンド「open roastery Alu.」のコーヒー 

・福島県大熊町の「キウイの国」のキウイを使用したスイーツ 

・おおくままちづくり公社の甘酒                          など 

 

２月２日（月）からＵＲまちとくらしのミュージアムで「震災復興企画展」を開催 

２月 28 日（土）には「被災地応援！復興マルシェ」を実施 

としまみどりの防災公園（IKE・SUNPARK）（豊島区） 原子力災害発災時の現地対応拠点(大熊町)に 

残されたホワイトボード 

津波被害の甚大さが伺える駅看板(陸前高田市)  

（提供：東日本大震災原子力災害伝承館／陸前高田市） 



 

 

 

 １ 会 場  ＵＲまちとくらしのミュージアムラボ 41 

２ 期 間  2026 年２月２日（月）～３月 24 日（火）10:00～17:00 ※12:30～13:30 はクローズ 

 ３ 予 約  不要 

 ４ 主 催  ＵＲ都市機構 

 ５ 協 力  陸前高田市／女川町／南三陸町／東日本大震災・原子力災害伝承館／気仙沼市東日本

大震災遺構・伝承館／清水建設株式会社 

 

 

１ 会 場  ＵＲまちとくらしのミュージアムラボ 41 周辺広場 

２ 日 時  2026 年２月 28 日（土）11：00～16：00 

 ３ 予 約  不要 

 ４ 主 催  ＵＲ都市機構 

 ５ 協 力  輪島朝市／open roastery Alu.／キウイの国／おおくままちづくり公社 

 

 

  詳細は別添チラシをご参照ください。 

  下記のホームページでも、併せてお知らせしてまいります。 

  URL : https://akabanemuseum.ur-net.go.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホルダーと

ともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通して、「人が輝く“ま

ち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課題に挑戦し続けることで皆さま

にお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと考えております。これまで培ってき

た持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援

に全力で取り組んでまいります。 

https://www.ur-net.go.jp/ 

 

（お問い合わせ先）※土日祝日を除く 10： 00～ 16： 00 

■震災復興企画展に関するお問い合わせ先（事務局）  

 ＵＲ都市機構  災害対応支援部 企画課  新田・勝谷（電話）045-650-0707 

■報道関係の方からのお問い合わせ先   

 ＵＲ都市機構  広報室広報課       古檜山・大久保（電話）045-650-0887 

震災復興企画展の概要 

被災地応援！復興マルシェの概要 



協力：東日本大震災・原子力災害伝承館／陸前高田市／女川町／南三陸町／気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館／清水建設株式会社
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